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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,19 44,12 +0,93 43,11 +1,01

USD / BRL Spot BRL 2,3567 2,3320 -0,0247 2,2884 +0,0436

USD / JPY Spot JPY 101,79 102,91 +1,12 98,66 +4,25

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 50.788 50.944 +156 53.385 -2.441

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 203,8 192,6 -11,2 187,6 +5,0

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,78 12,69 -0,09 12,10 +0,59

DI Future Jul14（金利先物） % 10,31 10,26 -0,05 10,38 -0,12

3 Months US Dollar Libor % 0,242 0,241 -0,001 0,239 +0,002

CRB Index（国際商品指数） Index 277,6 278,7 +1,1 273,9 +4,8

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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先週金曜日のドルレアルスポット相場は介入警戒感がテーパリング観測を上回る形となりレアルが買われる
展開でした。朝方は米雇用統計待ちで前日比あまり変わらない２．３５台後半で小動きでしたが、市場予想
を上回る雇用統計が発表されると一時的に２．３７台をつけました。しかし、前日の介入プログラム継続発言
が効いていることや今月のＦＯＭＣでテーパリングが開始されるほどの強さではないとの観測が広まったこと
で急速にドル売りレアル買いとなり、２．３４台前半へ切り返しました。その後は、終日ドル安基調が続き結局
２．３３台前半で引けています。

先週金曜日に発表された１１月のＩＰＣＡは前月比０．５４％増と市場予想０．５８％増を下回りました。前年比
でも５．７７％増と前回１０月の５．８４％増から低下しています。主に食料品の価格上昇が落ち着いたことに
よるもので一連の利上げにより着実にインフレは低下してきています。これは今朝発表された週次サーベイ
にも表れており、今年末のインフレ見通しは５．８１％から５．７０％へ下方修正されています。但し、来年の
インフレ見通しは５．９２％のまま据え置かれており、現状の低下基調が継続するとのコンセンサスには
至っていません。今後も中銀の警戒が必要な状態は続いていくでしょう。
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